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定
例
会

2

定
例
会

3

【
９
月
】

３
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一括
上
程

４
日・ 休
会　

５
日・休
会

６
日・休
会（
議
案
研
究
）　

　
　
・発
言
内
容
通
告
締
切

７
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

８
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

９
日・ 決
算
説
明

　
　
・委
員
会
付
託

　
　
・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

10
日・ 議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

11
日・ 休
会

12
日・ 休
会

13
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

14
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

15
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

16
日・ 決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
開
会・現
地
視
察
）

17
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
一般
会
計
／
総
務
部
ほ
か
、建
設
環
境
部
）

【
９
月
】

３
日・開
会

　
　
・ 会
議
録
署
名
議
員
の
指
名

　
　
・ 会
期
の
決
定

　
　
・議
案
の一括
上
程

４
日・ 休
会　

５
日・休
会

６
日・休
会（
議
案
研
究
）　

　
　
・発
言
内
容
通
告
締
切

７
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

８
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

９
日・ 決
算
説
明

　
　
・委
員
会
付
託

　
　
・議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

10
日・ 議
案
審
議
、質
疑
、討
論
、採
決

11
日・ 休
会

12
日・ 休
会

13
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

14
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

15
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

16
日・ 決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
開
会・現
地
視
察
）

17
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
一般
会
計
／
総
務
部
ほ
か
、建
設
環
境
部
）

18
日・ 休
会

19
日・ 休
会

20
日・ 休
会

21
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
一
般
会
計
／
教
育
委
員
会
、市
民
部
、産
業
部

　
　

  

ほ
か
）

22
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
、討
論
、採
決
）

23
日・ 休
会

24
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

25
日・ 休
会

26
日・ 休
会

27
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

28
日・ 一般
質
問（
４
名
）

29
日・ 一般
質
問（
３
名
）

30
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

【
10
月
】

１
日・ 一般
質
問（
３
名
）

２
日・ 休
会

３
日・ 休
会

４
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

５
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

６
日・委
員
会
報
告
、議
案
審
議

　
　 

・質
疑
、討
論
、採
決

　
　 

・閉
会

18
日・ 休
会

19
日・ 休
会

20
日・ 休
会

21
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
一
般
会
計
／
教
育
委
員
会
、市
民
部
、産
業
部

　
　

  

ほ
か
）

22
日・決
算
審
査
特
別
委
員
会

　
　
（
特
別
会
計
、公
営
企
業
会
計
、討
論
、採
決
）

23
日・ 休
会

24
日・ 休
会（
議
案
研
究
）

25
日・ 休
会

26
日・ 休
会

27
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

28
日・ 一般
質
問（
４
名
）

29
日・ 一般
質
問（
３
名
）

30
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

【
10
月
】

１
日・ 一般
質
問（
３
名
）

２
日・ 休
会

３
日・ 休
会

４
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

５
日・ 休
会（
議
案
整
理
）

６
日・委
員
会
報
告
、議
案
審
議

　
　 

・質
疑
、討
論
、採
決

　
　 

・閉
会

鹿
島
市
議
会 

令
和
３
年
９
月
定
例
会  

会
期
日
程

議案第32号 　令和２年度鹿島市一般会計歳入歳出決算認定について

議案第33号 　令和２年度鹿島市国民健康保険特別会計歳入歳出決算認定について

議案第34号 　令和２年度鹿島市後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

議案第35号 　令和２年度鹿島市給与管理特別会計歳入歳出決算認定について

議案第36号 　令和２年度鹿島市水道事業会計決算認定について

議案第37号 　令和２年度鹿島市下水道事業会計決算認定について

議案第38号 　鹿島市手数料条例の一部を改正する条例の制定について

議案第39号 　鹿島市消防団員の定員、任免、服務等に関する条例の一部を改正する条例の制定について

議案第40号 　令和３年度鹿島市一般会計補正予算（第５号）について

議案第41号 　令和３年度鹿島市国民健康保険特別会計補正予算（第１号）について

議案第42号 　令和３年度鹿島市後期高齢者医療特別会計補正予算（第１号）について

議案第43号 　令和３年度鹿島市水道事業会計補正予算（第１号）について

議案第44号 　字の区域の変更について

議案第45号 　令和３年度鹿島市一般会計補正予算（第６号）について

議案第46号 　鹿島市教育委員会委員の任命について

諮問第3号 　人権擁護委員候補者の推薦について

議員提案第1号 　鹿島市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

意見書第1号 　コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案）

⻆
田
　
一
美

 松
田
　
義
太

 松
尾
　
征
子

 福
井
　
　
正

 徳
村
　
博
紀

 松
尾
　
勝
利

 伊
東
　
　
茂

 勝
屋
　
弘
貞

 稲
富
　
雅
和

 中
村
　
一
尭

 中
村
　
和
典

樋
口
　
作
二

杉
原
　
元
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廣
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議長
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議長

議長
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賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成多数

賛成全員

賛成全員

賛成全員
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賛成全員

賛成全員
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認定
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可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

適任

可決

可決

【９月定例会】
採　決　結　果次のことを審議し決定しました

○･･･賛成　×･･･反対　退･･･退席　欠･･･欠席　※･･･監査委員のため審議に参加できない

自　

令
和
３
年
９
月
３
日

至　

令
和
３
年
10
月
６
日

２
、日
程

1
、会
期

［令和３年９月議会号］ ［令和３年９月議会号］



議
案
審
議

議
案
審
議

４５

議
案
審
議

　

伊
東
　
茂 

議
員

質
問　

今
回
の
補
正
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
対
策
追
加
事
業

（
農
林
漁
業
者
・
中
小
事
業

者
へ
の
事
業
継
続
給
付
金
）
、

ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
ツ
ア
ー
催
行

事
業
へ
の
助
成
の
ほ
か
、
今

年
８
月
豪
雨
災
害
復
旧
事
業

な
ど
適
時
な
対
応
で
あ
る
と

評
価
し
た
い
。
多
く
の
個
人

事
業
者
は
消
費
低
迷
に
悲
痛

な
思
い
で
い
る
。
申
請
さ
れ

た
事
業
者
に
は
速
や
か
な
給

付
を
求
め
、
観
光
ツ
ア
ー
は

門
前
商
店
街
や
浜
宿
散
策
を

組
み
込
む
よ
う
に
要
望
す
る
。

災
害
復
旧
事
業
は
緊
急
性
を

要
す
る
箇
所
を
最
優
先
し
復

旧
を
求
め
る
。

答
弁　

事
業
継
続
給
付
金
は

受
付
後
10
日
を
め
ど
に
振
り

込
み
、
観
光
ツ
ア
ー
は
門
前

商
店
街
、
酒
蔵
通
り
、
道
の

駅
な
ど
を
盛
り
込
む
。

　

災
害
復
旧
は
ス
ピ
ー
ド
感

を
持
っ
て
取
り
組
む
。

　

徳
村
　
博
紀 

議
員

■
中
小
事
業
者
事
業
継
続
支

　
援
給
付
金

質
問
一
　
商
工
業
振
興
費
の

緊
急
経
済
対
策
事
業
継
続
支

援
事
業
に
つ
い
て
佐
賀
県
が

第
三
次
佐
賀
型
中
小
事
業
者

応
援
金
の
交
付
を
始
め
ら
れ

た
が
、
市
の
対
象
要
件
で
解

釈
し
づ
ら
い
文
章
が
あ
る
。

県
と
同
じ
と
解
釈
し
て
よ
い

の
か
。
ま
た
、
受
付
期
間
は
。

答
弁　

交
付
額
は
県
と
市
で

は
違
う
が
、
対
象
要
件
は
同

じ
で
あ
る
。
受
付
期
間
に
つ

い
て
は
県
は
令
和
三
年
九
月

二
十
九
日
か
ら
十
一
月
三
十

日
ま
で
。
鹿
島
市
は
令
和
三

年
十
月
十
四
日
か
ら
十
二
月

十
日
ま
で
で
あ
る
。

質
問
二
　
利
用
し
て
も
ら
う

た
め
の
政
策
な
の
で
市
内
に

行
き
渡
る
よ
う
に
広
報
し
て

い
た
だ
き
た
い
。

答
弁　

そ
の
よ
う
に
努
め
た

い
と
思
う
。

稲
富
　
雅
和 

議
員

質
問
一　

新
年
度
予
算
に
も

１
千
万
円
強
の
予
算
が
あ
り
、

補
正
は
11
万
円
ほ
ど
だ
が
、

こ
の
時
点
で
災
害
防
災
無
線

の
検
査
委
託
料
が
補
正
さ
れ

る
の
は
ど
う
し
て
な
の
か
。

答
弁　

電
波
法
の
規
定
に
基

づ
き
無
線
局
が
法
令
適
合
な

の
か
５
年
に
一
度
検
査
を
行

う
。
検
査
に
対
し
て
適
合
す

る
の
か
確
認
通
知
に
基
づ
き
、

指
定
業
者
に
補
正
後
確
認
検

査
を
行
っ
て
も
ら
う
。

質
問
二
　
資
源
物
収
集
の
運

搬
委
託
で
、
新
年
度
予
算
か

ら
の
大
き
な
補
正
予
算
だ
が

ど
う
い
う
こ
と
な
の
か
。

答
弁　

抑
え
て
予
算
計
上
し
、

実
績
に
応
じ
て
増
額
し
た
。

地
区
で
資
源
ご
み
を
収
集
さ

れ
た
ご
み
を
運
搬
す
る
委
託

料
。

　

中
村
　
和
典 

議
員

質
問　

令
和
２
年
度
に
お
い

て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策
と
し
て
、
約
３

４
億
３
４
０
０
万
円
、
７
月

豪
雨
の
災
害
復
旧
費
と
し
て

約
２
億
３
５
０
０
万
円
が
支

出
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
財

源
内
訳
は
ど
う
な
っ
て
い
る

の
か
。

答
弁　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
対
策
は
、
38
事
業

の
実
施
で
、
国
か
ら
の
交
付

金
が
34
億
１
６
０
０
万
円
、

県
か
ら
の
交
付
金
が
１
３
０

０
万
円
、
市
の
一
般
財
源
が

３
７
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

　

災
害
復
旧
費
の
財
源
内
訳

は
、
農
地
農
業
用
施
設
１
億

４
０
０
０
万
円
で
、
県
費
３

１
６
０
万
円
、
市
債
２
１
３

０
万
円
、
そ
の
他
・
一
般
財

源
８
７
４
７
万
円
と
な
っ
て

い
る
。
土
木
施
設
は
８
９
７

２
万
円
で
、
国
が
５
０
０
０

万
円
、
市
債
３
３
４
０
万
円
、

一
般
財
源
６
０
３
万
円
と
な

っ
て
い
る
。

議
案
第
32
号

令
和
３
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

令
和
３
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

令
和
２
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

　

樋
口
　
作
二 

議
員

■
鹿
島
市
消
防
団
の
定
員
・

　
任
免
・
服
務
等
に
関
す
る

　
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

　
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

質
問　

今
回
の
条
例
は
、
定

員
数
の
見
直
し
な
ど
消
防
団

活
動
の
重
要
性
に
つ
い
て
配

慮
し
た
改
正
に
な
っ
て
い
る

が
、
報
酬
が
団
員
の
個
人
口

座
に
振
り
込
ま
れ
る
と
、
従

来
の
分
団
活
動
に
支
障
が
出

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
。
分

団
か
ら
の
要
望
が
あ
れ
ば
直

接
分
団
に
支
払
う
こ
と
が
で

き
る
の
か
。

答
弁　

消
防
団
員
へ
の
報
酬

の
支
払
い
は
、
国
の
検
討
会

や
県
部
局
と
の
協
議
を
経
て

決
定
さ
れ
、
法
律
上
団
員
各

個
人
へ
の
報
酬
と
な
る
が
、

地
域
の
実
情
に
よ
っ
て
改
正

が
必
要
で
あ
れ
ば
検
討
し
て

い
き
た
い
。

議
案
第
39
号

鹿
島
市
消
防
団
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て

　

勝
屋
　
弘
貞 

議
員

■
ふ
る
さ
と
人
材
育
成
事
業

　
〜
指
定
寄
付
の
扱
い
に
つ

　
い
て

質
問　

図
書
購
入
費
と
し
て

指
定
寄
付
を
活
用
予
定
だ
が
、

全
額
図
書
館
関
係
で
使
う
と

い
う
こ
と
か
。

　

図
書
館
は
市
民
の
情
報
収

集
の
場
で
あ
り
、
資
料
や
設

備
等
を
充
実
さ
せ
る
た
め
に

も
、
年
間
予
算
に
上
乗
せ
す

る
と
い
う
形
で
取
り
扱
っ
て

も
ら
い
た
い
と
考
え
る
が
。

答
弁　

青
少
年
教
育
に
と
い

う
指
定
に
て
寄
付
を
頂
戴
し

た
も
の
を
、
ほ
ぼ
図
書
館
関

係
に
使
う
予
定
で
あ
る
。

　

エ
イ
ブ
ル
に
お
い
て
は
図

書
館
運
営
を
工
夫
し
て
取
り

組
ん
で
も
ら
っ
て
い
る
と
こ

ろ
だ
が
、
今
後
の
検
討
材
料

と
し
た
い
。

議
案
第
40
号

令
和
３
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
45
号

　

議
案
第
45
号

令
和
３
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
６
号
）
に
つ
い
て

議
案
第
40
号

［令和3年９月議会号］ ［令和3年９月議会号］



福
井
　
正 

議
員

質
問
一　

全
員
協
議
会
の
場

で
、
水
道
の
水
源
地
で
水
道

水
が
減
少
傾
向
に
あ
る
井
戸

が
あ
る
と
の
説
明
が
あ
っ
た

が
、
減
少
原
因
を
調
査
し
た

の
か
。

答
弁　

ま
だ
調
査
し
て
い
な

い
が
、
ボ
ー
リ
ン
グ
調
査
す

る
予
定
。

質
問
二 

久
保
山
浄
水
場
の

送
水
ポ
ン
プ
が
１
基
故
障
と

の
こ
と
だ
が
、
も
う
１
基
故

障
の
場
合
、
配
水
を
ど
う
す

る
の
か
。

答
弁　

故
障
の
ポ
ン
プ
は
修

理
し
て
動
い
て
い
る
。
も
し

故
障
の
場
合
は
蟻
尾
山
配
水

池
か
ら
給
水
す
る
。

質
問
三 
中
木
庭
ダ
ム
は
鹿

島
市
の
水
道
利
用
も
考
慮
し

て
建
設
さ
れ
た
。
将
来
、
水

道
利
用
の
考
え
が
あ
る
の
か
。

答
弁　

当
面
、
地
下
水
を
利

用
す
る
が
、
井
戸
の
新
規
開

発
が
認
め
ら
れ
て
い
な
い
の

で
、
井
戸
水
が
配
水
困
難
な

時
を
考
慮
し
て
、
安
定
給
水

の
た
め
、
ダ
ム
水
の
利
用
も

あ
り
う
る
。

質
問
四 

最
近
の
水
道
決
算

は
黒
字
が
続
い
て
い
る
。
今

後
、
人
口
減
少
や
水
道
管
布

設
替
え
等
で
経
費
増
の
場
合

水
道
料
金
の
値
上
げ
が
あ
る

の
か
。

答
弁　

現
在
、
黒
字
で
あ
る

が
、
５
年
ご
と
の
財
政
状
況

見
直
し
に
よ
っ
て
は
、
料
金

値
上
げ
も
あ
り
う
る
。

質
問
一 

令
和
２
年
度
の
武

雄
市
の
子
供
た
ち
の
生
活
実

態
調
査
に
よ
る
と
、
48
％
が

生
活
困
窮
世
帯
で
、
う
ち
児

童
扶
養
手
当
は
95
％
、
就
学

援
助
は
35
・
６
％
が
受
給
さ

れ
て
い
る
。

　

鹿
島
市
の
実
態
は
ど
う
か
。

答
弁　

鹿
島
市
の
25
％
が
生

活
困
窮
家
庭
で
、
児
童
扶
養

手
当
を
受
給
さ
れ
て
い
る
。

就
学
援
助
は
16
％
で
あ
る
。

質
問
二 

鹿
島
市
で
も
社
会

福
祉
協
議
会
と
食
生
活
改
善

推
進
協
議
会
で
子
供
た
ち
に

食
事
を
提
供
す
る
事
業
が
９

回
行
わ
れ
た
。
予
算
は
日
赤

の
支
援
30
万
円
、
調
理
と
配

食
は
食
改
協
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
々
で
行
わ
れ
、
好
評

だ
っ
た
。
今
後
の
食
事
提
供

事
業
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　

フ
ー
ド
バ
ン
ク
は
社

協
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
コ
メ

や
缶
詰
を
提
供
す
る
事
業
を

行
わ
れ
て
い
る
。
鹿
島
市
と

し
て
も
支
援
し
て
い
き
た
い
。

鹿
島
市
の
子
供
た
ち
の

生
活
実
態
に
つ
い
て

松
尾
　
征
子 

議
員

質
問
一　

子
育
て
支
援
の
一

つ
と
し
て
、
子
育
て
の
援
助

が
で
き
る
人
が
会
員
に
な
っ

て
助
け
合
う
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ

ポ
ー
ト
事
業
が
取
り
組
ま
れ

て
い
る
。

　

会
員
数
と
利
用
状
況
は
。

答
弁　

令
和
二
年
の
実
績
で

受
け
た
い
人
百
十
二
人
、
援

助
で
き
る
人
六
八
人
、
利
用

件
数
一
七
件
。

質
問
二　

あ
ま
り
に
も
少
な

い
。
問
題
は
制
度
が
市
民
に

徹
底
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
ら
に
利
用
料
金
の
問
題

に
あ
る
。
近
隣
市
町
で
は
、

料
金
へ
の
補
助
や
優
遇
措
置

が
さ
れ
て
い
る
。
鹿
島
市
で

も
、
補
助
制
度
な
ど
に
よ
り

利
用
料
金
の
見
直
し
を
し
て
、

誰
も
が
安
心
し
て
預
け
ら
れ

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

答
弁　

利
用
を
い
か
に
上
げ

て
い
く
か
課
題
と
考
え
て
い

る
。

　

保
育
所
で
の
宣
伝
や
三
十

分
無
料
券
の
配
布
な
ど
取
り

組
ん
で
き
た
。
結
果
は
伸
び

悩
ん
で
い
る
。
ニ
ー
ズ
の
高

い
送
迎
サ
ー
ビ
ス
に
も
取
り

組
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

利
用
料
金
の
補
助
も
考
え
て

い
く
時
期
に
き
て
い
る
。
検

討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
一　

保
育
園
に
お
い
て

コ
ロ
ナ
が
発
症
し
た
場
合
、

長
期
・
短
期
休
園
に
な
る
が
、

保
育
料
・
副
食
費
に
関
し
て

は
減
額
す
べ
き
と
思
う
が
ど

の
よ
う
に
し
て
い
る
の
か
。

答
弁　

国
か
ら
も
仕
組
み
と

し
て
通
知
が
来
て
い
る
。

　

保
育
料
も
副
食
費
も
同
様

減
額
を
お
願
い
し
て
い
る
。

質
問
二　

保
護
者
が
感
染
し

て
隔
離
さ
れ
た
と
き
子
供
だ

け
残
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
。

　

そ
の
時
の
子
供
の
面
倒
は

誰
が
見
る
の
か
。

答
弁　

保
護
者
が
感
染
し
た

場
合
は
、
保
健
所
が
保
護
者

と
協
議
し
て
知
り
合
い
な
ど

に
お
願
い
し
て
隔
離
し
て
も

ら
う
。

　

世
話
す
る
人
が
い
な
い
と

き
は
保
健
所
が
児
童
相
談
所

な
ど
を
通
じ
て
保
護
を
し
て

い
る
。

池
田
　
廣
志 

議
員

質
問
一　

祐
徳
稲
荷
神
社
の

観
光
客
は
年
々
増
加
し
、
二

年
前
、
３
８
８
万
人
と
な
っ

て
い
た
の
に
、
参
拝
を
30
分

で
終
え
、
門
前
商
店
街
に
も

寄
ら
ず
に
バ
ス
で
帰
る
観
光

客
を
市
内
観
光
に
生
か
し
て

い
な
い
の
で
は
。

答
弁　

コ
ロ
ナ
禍
で
、
観
光

客
が
４
割
減
少
し
た
た
め
に
、

ゆ
う
と
く
庵
の
市
職
員
が
ク

ラ
シ
ッ
ク
カ
ー
や
狐
の
嫁
入

り
、
テ
レ
ビ
ア
ニ
メ
を
開
催

し
た
が
取
り
込
め
な
か
っ
た
。

質
問
二　

祐
徳
稲
荷
神
社
参

拝
後
、
直
ぐ
に
帰
っ
て
い
た

観
光
客
が
太
良
町
に
竹
崎
ガ

ニ
が
あ
る
こ
と
を
知
り
、
宿

泊
す
る
と
市
内
に
留
ま
る
時

間
が
長
く
な
る
と
思
う
が
。

答
弁　

嬉
野
・
鹿
島
・
太
良

で
観
光
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、

観
光
情
報
「
サ
ガ
３
歩
」
で
、

情
報
発
信
し
て
い
る
。

質
問
三　

宿
泊
し
た
観
光
客

に
有
明
海
周
辺
の
島
原
、
天

草
、
大
牟
田
、
柳
川
、
阿
蘇

を
周
遊
さ
せ
る
と
、
魅
力
的

な
広
域
観
光
地
と
し
て
市
内

観
光
客
も
増
え
る
の
で
は
。

答
弁　

大
牟
田
市
か
ら
、
有

明
海
沿
岸
で
の
広
域
観
光
地

づ
く
り
の
話
が
あ
っ
て
い
る
。

て質
問
一　

奥
平
谷
キ
ャ
ン
プ

場
は
、
あ
ま
り
に
も
荒
れ
て

お
り
、
改
修
計
画
は
。

答
弁　

自
然
災
害
と
コ
ロ
ナ

で
営
業
が
出
来
ず
、
バ
ン
ガ

ロ
ー
と
便
所
は
、
五
十
年
を

経
過
し
、
今
後
の
方
針
を
決

め
る
中
で
改
修
を
考
え
る
。

質
問
二　

「
自
然
の
館
」
と

同
じ
目
的
の
施
設
を
持
つ
佐

賀
市
は
民
間
会
社
に
指
定
管

理
し
、
そ
の
管
理
者
が
東
京

の
民
間
会
社
と
組
み
、
地
元

の
農
産
物
の
み
を
食
材
に
使

う
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

答
弁　

調
査
、
検
討
を
す
る
。

質
問
三　

福
岡
県
那
珂
川
市

の
五
箇
山
ダ
ム
で
、
民
間
企

業
が
グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
を

作
り
、
多
く
の
方
に
注
目
さ

れ
る
取
り
組
み
を
し
て
い
る
。

　

有
明
海
と
多
良
岳
の
眺
望

に
優
れ
た
七
浦
地
区
等
へ
の

グ
ラ
ン
ピ
ン
グ
施
設
の
誘
致

が
で
き
な
い
か
。

答
弁　

地
域
の
良
さ
を
生
か

す
た
め
の
面
白
い
提
案
な
の

で
、
検
討
す
る
。

質
問
一　

皆
が
利
用
し
た
く

な
る
施
設
を
整
備
す
べ
き
で
、

今
の
中
川
公
園
で
は
、
子
供

達
が
安
心
し
て
遊
べ
な
い
。

そ
こ
で
、
大
人
の
目
も
届
き
、

子
育
て
中
の
親
た
ち
も
安
心

で
き
る
新
市
民
会
館
周
辺
に

整
備
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
弁　

来
年
秋
の
オ
ー
プ
ン

を
目
指
し
、
エ
イ
ブ
ル
と
機

能
的
な
連
携
を
図
り
、
古
枝

の
民
俗
資
料
館
を
移
設
す
る
。

　

中
川
公
園
は
都
市
公
園
法

等
で
規
制
が
あ
る
の
で
、
最

適
な
場
所
を
検
討
し
た
い
。

自
然
と
触
れ
合
う
宿
泊

施
設
の
あ
り
方
に
つ
い
て

コ
ロ
ナ
発
生
時
の

園
の
対
応
は

フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
事
業

利
用
料
金
の
補
助
に
つ
い
て

新
市
民
会
館
を
多
く
の

方
に
利
用
し
て
頂
く
た
め
に

安
心
し
て
子
ど
も
を
育
て
ら
れ
る
市
政
を

コ
ロ
ナ
後
の
鹿
島
市
の
観
光
事
業
の
振
興
に
つ
い
て

【９月28日】 【９月29日】 【10月１日】

福井　正　 議員
松尾　征子 議員
池田　廣志 議員
杉原　元博 議員

中村日出代 議員
中村　和典 議員
中村　一尭 議員

松尾　勝利 議員
稲富　雅和 議員
松田　義太 議員

中木庭ダム

 

鹿
島
市
の
水
道
事
業
の
今
後
に
つ
い
て

下記のQRコードを読み取っていただければ、９月28日、29日、10月１日に

行われた一般質問のYouTube動画を観ることができます。

一般質問のYouTube動画配信!
一
般
質
問

一
般
質
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中
村
　
日
出
代 

議
員

質
問
一　

原
爆
被
爆
者
の
会

か
ら
提
出
さ
れ
て
い
る
２
項

目
の
要
請
へ
の
対
応
に
つ
い

て
。

答
弁　

石
碑
が
あ
る
鹿
島
小

学
校
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
も

平
和
学
習
の
中
で
長
崎
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
た
事
と
学
校

と
の
繋
が
り
を
伝
え
て
き
た
。

今
後
は
各
小
学
校
に
も
「
平

和
継
承
之
礎
」
の
存
在
を
伝

え
て
い
き
た
い
。
ま
た
石
碑

は
通
常
の
学
校
清
掃
活
動
の

中
で
整
然
と
環
境
が
保
た
れ

る
よ
う
に
し
た
い
。

参
考　

原
爆
被
爆
者
の
会
は
、

長
崎
で
原
爆
被
害
に
遭
わ
れ

た
方
々
で
結
成
さ
れ
た
会
。

し
か
し
今
年
の
４
月
に
高
齢

化
の
た
め
解
散
さ
れ
て
い
る
。

質
問
一　

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン

デ
ィ
ン
グ
と
ふ
る
さ
と
納
税

制
度
を
活
用
し
、
現
在
閉
館

と
な
っ
て
い
る
田
澤
記
念
館

の
維
持
管
理
費
の
寄
付
募
集

が
で
き
な
い
か
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
田
澤
記
念

財
団
が
行
な
っ
て
い
た
寄
付

の
方
法
な
ど
も
踏
ま
え
て
、

ふ
る
さ
と
納
税
や
ク
ラ
ウ
ド

フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
の
活
用
も

検
討
し
た
い
。

参
考　

ふ
る
さ
と
納
税
制
度

を
活
用
し
た
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ

ン
デ
ィ
ン
グ
は
お
礼
の
品
で

は
な
く
、
寄
付
金
の
使
い
道

を
決
め
て
寄
付
を
募
る
方
法
。

質
問
一　

中
牟
田
中
央
児
童

公
園
は
解
体
さ
れ
て
い
る
が

整
備
計
画
は
あ
る
の
か
。

答
弁　

新
た
な
遊
具
と
し
て

小
さ
い
子
供
も
利
用
で
き
る

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
遊

具
の
設
置
を
考
え
て
い
る
。

質
問
二　

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ

ザ
イ
ン
遊
具
と
は
。

答
弁　

誰
も
が
利
用
で
き
る

遊
具
で
、
上
り
下
り
し
や
す

い
低
い
階
段
と
２
種
類
の
滑

り
台
、
ア
ー
チ
型
の
ブ
リ
ッ

ジ
、
コ
ロ
コ
ロ
パ
ネ
ル
等
の

複
合
型
遊
具
の
設
置
を
考
え

て
い
る
。

質
問
三　

橋
本
質
屋
前
の
水

路
が
深
く
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
も

無
く
危
険
で
、
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
か
転
落
防
止
柵
設
置
の
要

望
が
出
て
い
る
が
。

答
弁　

２
年
度
予
算
で
設
置

す
る
予
定
だ
っ
た
が
、
予
算

不
足
で
実
施
で
き
な
か
っ
た
。

３
年
度
に
設
置
す
る
。

ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ

の
活
用
に
つ
い
て

通
学
路
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

通
学
路
の
環
境
の
整
備
、

改
善
に
つ
い
て

杉
原
　
元
博 

議
員

質
問
一　

最
新
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
状
況
を
聞
く
。

答
弁　

９
月
26
日
時
点
で
２

回
接
種
を
終
え
ら
れ
た
人
数

は
１
６
１
１
４
名
。
接
種
率

は
60
・
３
％
。

質
問
二　

鹿
島
市
は
59
歳
以

下
の
接
種
が
遅
れ
て
い
る
よ
う

だ
。
周
辺
市
町
と
の
比
較
は
。

答
弁　

県
内
10
市
の
内
で
、

割
と
早
く
64
歳
以
下
の
接
種

券
発
送
を
行
な
っ
て
い
る
A

市
と
の
比
較
で
、
２
回
目
ま

で
の
接
種
率
は
12
〜
15
歳
で

４
・
７
％
、
16
〜
64
歳
で

１
・
６
％
そ
れ
ぞ
れ
A
市
が

高
い
。
65
歳
以
上
で
は
鹿
島

市
の
方
が
２
・
３
％
高
い
。

質
問
三　

59
歳
以
下
の
接
種

率
が
な
ぜ
低
い
の
か
、
市
民

の
皆
さ
ん
が
納
得
で
き
る
よ

う
な
情
報
発
信
を
。

答
弁　

鹿
島
市
は
59
歳
以
下

の
接
種
券
発
送
を
計
画
的
に

遅
ら
せ
て
い
る
。
高
齢
者
や

基
礎
疾
患
の
あ
る
方
の
接
種

を
確
実
に
完
了
す
る
よ
う
配

慮
し
た
こ
と
も
若
い
世
代
の

接
種
が
遅
れ
て
い
る
要
因
と

考
え
る
。

質
問
四　

接
種
会
場
の
運
営

や
予
約
体
制
等
の
課
題
や
問

題
点
が
あ
れ
ば
伺
う
。

答
弁　

８
月
に
入
り
ワ
ク
チ

ン
配
分
量
が
急
激
に
減
り
、

集
団
・
個
別
と
も
予
約
枠
を

こ
れ
ま
で
の
半
分
に
変
更
し

た
た
め
、
ご
迷
惑
を
お
か
け

し
て
い
る
。

質
問
五　

今
後
の
ワ
ク
チ
ン

接
種
予
定
と
接
種
率
の
見
通

し
に
つ
い
て
伺
う
。

答
弁　

10
月
13
日
で
集
団
接

種
を
終
了
。
以
降
は
医
療
機

関
で
の
接
種
と
な
る
。
希
望

さ
れ
る
全
て
の
方
へ
接
種
で

き
る
よ
う
医
師
会
と
協
議
対

応
す
る
。
最
終
的
な
接
種
率

は
80
％
を
超
え
る
と
推
察
す

る
。

質
問
一　

千
葉
県
八
街
市
の

路
上
で
、
下
校
途
中
の
児
童

５
人
が
ト
ラ
ッ
ク
に
は
ね
ら

れ
２
人
の
児
童
が
亡
く
な
っ

た
。
学
校
現
場
で
は
登
下
校

時
に
ど
の
よ
う
に
注
意
・
指

導
さ
れ
て
い
る
の
か
尋
ね
る
。

答
弁　

日
頃
の
交
通
安
全
指

導
で
は
、
車
の
そ
ば
で
遊
ば

な
い
な
ど
基
本
的
な
こ
と
か

ら
、
学
校
区
ご
と
の
通
学
路

で
気
を
付
け
る
場
所
の
注
意

を
促
し
て
い
る
。
ま
た
、
長

期
休
み
の
前
や
、
学
校
に
関

連
し
た
事
故
の
報
道
の
際
は
、

さ
ら
に
交
通
安
全
を
徹
底
し

て
い
る
。

質
問
二　

道
路
上
の
白
線
が

消
え
か
か
っ
て
い
る
所
が
多

く
、
事
故
に
繋
が
る
可
能
性

が
否
定
で
き
な
い
。
通
学
路

の
日
常
点
検
や
交
通
事
故
の

危
険
性
が
あ
る
場
所
の
点
検

に
つ
い
て
尋
ね
る
。

答
弁
　
P
T
A
役
員
や
保
護

者
な
ど
地
元
の
方
か
ら
も
意

見
を
い
た
だ
き
な
が
ら
各
学

校
で
通
学
路
の
点
検
を
行
い
、

市
教
委
が
主
催
す
る
通
学
路

安
全
推
進
連
絡
協
議
会
へ
要

望
を
あ
げ
対
策
に
繋
げ
て
い

る
。

し
尿
汲
取
り

料
金
の
改
定
に
つ
い
て

中
村
　
一
尭 

議
員

質
問
一　

昨
年
の
豪
雨
災
害

で
は
、
鹿
島
市
社
会
福
祉
協

議
会
や
市
内
の
清
掃
業
者
、

し
尿
汲
み
取
り
業
者
等
の
ス

タ
ッ
フ
さ
ん
が
、
鹿
島
市
の

復
旧
復
興
の
た
め
に
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
一
生
懸

命
活
動
し
て
下
さ
い
ま
し
た
。

心
か
ら
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
納
得
で
き
な
い

点
も
あ
り
ま
す
。

　

鹿
島
市
の
職
員
さ
ん
に
は

災
害
復
興
の
た
め
の
残
業
手

当
（
超
過
勤
務
手
当
）
総
額

１
５
０
０
万
円
が
支
給
さ
れ
、

１
６
０
名
前
後
の
職
員
に
一

人
当
た
り
８
〜
10
万
円
の
残

業
手
当
が
配
分
さ
れ
ま
し
た
。

　

一
方
で
、
社
協
や
清
掃
業

者
、
し
尿
汲
み
取
り
業
者
に

は
市
役
所
職
員
と
同
じ
よ
う

な
仕
事
を
さ
れ
て
も
人
件
費

や
委
託
料
と
し
て
何
も
支
払

わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
、
鹿
島

市
社
協
は
昨
年
度
５
０
０
万

円
の
赤
字
、
し
尿
汲
み
取
り

業
者
も
大
変
厳
し
い
運
営
が

な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

議
員
や
市
の
職
員
の
給
料

は
毎
年
見
直
し
が
行
わ
れ
て

お
り
、
経
済
状
況
な
ど
に
合

わ
せ
て
改
定
さ
れ
ま
す
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
企
業
さ
ん
の
好

意
に
甘
え
る
だ
け
で
な
く
、

し
っ
か
り
と
し
た
対
価
を
お

渡
し
す
る
べ
き
で
す
。

答
弁
　
昨
年
は
協
定
の
範
囲

内
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

し
て
頂
い
た
。
今
後
は
検
討

し
ま
す
。

質
問
一　

前
項
で
も
申
し
上

げ
た
が
、
し
尿
汲
み
取
り
業

者
の
運
営
が
非
常
に
厳
し
い
。

　

鹿
島
市
職
員
の
平
均
年
収

６
３
０
万
円
（
給
料
、
扶
養

手
当
、
残
業
代
な
ど
含
む
）

を
元
に
、
し
尿
汲
み
取
り
料

金
を
計
算
す
る
と
（
18
㍑
あ

た
り
）
３
１
４
円
と
な
る
が
、

現
在
は
県
内
で
最
も
安
い
汲

み
取
り
料
（
18
㍑
あ
た
り
）

１
７
６
円
に
設
定
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
鹿
島
市
の
汲
み

取
り
料
金
に
つ
い
て
は
20
年

以
上
改
定
さ
れ
て
お
ら
ず
、

他
の
自
治
体
で
は
３
〜
５
年

ご
と
に
見
直
し
さ
れ
る
の
が

通
常
で
す
。

　

こ
の
ま
ま
の
状
況
が
続
け

ば
、
し
尿
汲
み
取
り
業
者
が

倒
産
し
、
市
民
へ
の
サ
ー
ビ

ス
低
下
と
な
る
だ
け
で
な
く
、

職
員
給
料
に
合
わ
せ
た
３
１

４
円
近
く
の
料
金
に
な
る
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
前

に
汲
み
取
り
料
金
を
上
げ
る

べ
き
で
す
。
佐
賀
県
の
汲
み

取
り
料
金
の
平
均
は
２
１
４

円
な
の
で
検
討
す
べ
き
だ
が
、

ど
う
考
え
る
か
。

答
弁　

今
後
検
討
し
て
い
く
。

中
村
　
和
典 

議
員

質
問
一　

来
年
５
月
11
日
に

３
期
目
の
任
期
が
満
了
し
、

４
月
に
は
市
長
選
挙
が
行
わ

れ
る
が
、
４
期
目
出
馬
の
意

向
は
。

答
弁　

現
時
点
で
は
何
も
決

め
て
い
な
い
。
も
う
し
ば
ら

く
時
間
の
猶
予
を
い
た
だ
き

た
い
。

質
問
二　

い
つ
頃
、
正
式
に

態
度
表
明
を
さ
れ
る
の
か
。

答
弁　

い
つ
ど
う
決
め
る
の

か
す
べ
て
白
紙
で
、
ま
だ
時

間
が
あ
る
の
で
こ
れ
か
ら
決

め
る
。

質
問
三　

市
長
選
・
市
議
補

選
の
選
挙
日
程
に
つ
い
て
は
。

答
弁　

前
回
ど
お
り
４
月
の

第
３
か
第
４
日
曜
日
を
考
え

て
い
る
。
正
式
に
は
、
11
月

の
選
挙
管
理
委
員
会
で
決
定

す
る
。

質
問
一　

上
級
機
関
に
対
し
、

19
件
の
要
望
事
項
を
挙
げ
て

あ
る
が
、
合
併
を
し
て
な
い

当
市
は
、
財
政
力
が
乏
し
く

交
通
イ
ン
フ
ラ
も
遅
れ
て
い

る
の
で
、
産
業
３
団
体
で
あ

る
農
協
・
漁
協
・
商
工
会
議

所
が
大
同
団
結
す
る
機
会
を

作
れ
な
い
の
か
。

答
弁　

ま
ち
づ
く
り
に
と
っ

て
大
事
な
こ
と
で
は
あ
る
が
、

３
団
体
を
束
ね
る
こ
と
は
難

し
い
と
こ
ろ
も
あ
る
の
で
、

今
後
の
検
討
課
題
と
し
た
い
。

　
質
問
一　

県
の
急
傾
斜
地
崩

壊
防
止
事
業
で
は
、
人
家
５

戸
以
上
の
補
助
要
件
を
２
戸

以
上
に
緩
和
を
さ
れ
る
よ
う

要
望
さ
れ
て
い
る
が
、
土
砂

崩
壊
の
危
険
性
が
あ
る
家
に

つ
い
て
は
、
１
戸
で
も
市
の

制
度
で
救
済
し
て
ほ
し
い
が
。

答
弁　

自
然
災
害
が
増
加
傾

向
に
あ
る
の
で
、
ま
ず
は
県

に
対
し
て
２
戸
以
上
の
要
件

緩
和
を
お
願
い
し
、
市
の
制

度
に
つ
い
て
も
検
討
す
る
。

国・県・九
州
市
長
会
等
に

対
す
る
政
策
要
望
に
つ
い
て

急
傾
斜
地
に
あ
る
家
屋
の

災
害
対
策
に
つ
い
て

次
期
市
長
選
の
出
馬
意
向
に
つ
い
て

災
害
時
の
無
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
企
業
に
つ
い
て

急傾斜地被災状況復旧工事で安全度が増した急傾斜地

 

平
和
継
承
之
礎
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
接
種
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問
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稲
富
　
雅
和 

議
員

質
問
一　

ご
み
の
減
量
化
に

つ
い
て
第
７
次
総
合
計
画
で

は
、
さ
が
西
部
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
へ
出
す
ご
み
の
減
量

化
10
％
を
目
標
と
し
て
い
る

が
、
ご
み
の
搬
入
状
況
に
つ

い
て
お
伺
い
す
る
。

答
弁 

ご
み
の
減
量
化
に
つ

い
て
は
、
近
年
異
常
気
象
の

要
因
と
な
っ
て
い
る
た
め
、

プ
ラ
ご
み
を
可
燃
物
と
し
て

処
分
す
る
事
な
く
分
別
回
収

に
よ
り
資
源
ご
み
と
し
て
回

収
し
て
い
る
。
平
成
25
年
で

年
間
７
５
３
６
ｔ
、
令
和
元

年
で
７
８
８
０
ｔ
、
５
年
間

で
３
４
４
ｔ
増
え
て
い
る
。

可
燃
ご
み
不
燃
ご
み
粗
大
ご

み
は
全
て
増
え
て
い
る
。
資

源
ご
み
は
減
少
し
て
い
る
。

質
問
二　

豪
雨
災
害
、
浸
水

被
害
な
ど
の
自
然
災
害
で
、

被
災
家
屋
か
ら
の
災
害
ご
み

の
集
積
所
を
複
数
確
保
の
備

え
が
必
要
だ
と
思
う
が
、
考

え
を
お
伺
い
す
る
。

答
弁　

７
ヶ
所
想
定
し
て
い

る
。
初
め
て
の
設
置
だ
っ
た

の
は
令
和
２
年
７
月
の
豪
雨

災
害
。
交
通
事
情
、
立
地
条

件
、
廃
棄
物
の
量
な
ど
か
ら
、

今
は
使
用
さ
れ
て
い
な
い
水

道
課
所
管
の
上
水
場
予
定
地

が
好
ま
し
い
と
し
て
仮
置
き

場
と
し
た
。

　

災
害
の
規
模
に
よ
っ
て
複

数
設
け
る
必
要
も
あ
る
が
、

受
付
人
員
も
た
く
さ
ん
必
要

と
す
る
の
で
、
徐
々
に
増
や

し
て
い
く
の
が
い
い
と
思
う
。

質
問
三　

国
が
掲
げ
た
２
０

５
０
年
ま
で
に
温
室
効
果
ガ

ス
の
排
出
を
全
体
と
し
て
ゼ

ロ
に
す
る
と
の
目
標
を
鹿
島

市
も
取
り
組
ん
で
い
く
必
要

が
あ
る
。

　

そ
こ
で
ま
ず
意
識
付
け
の

た
め
に
２
０
５
０
ゼ
ロ
カ
ー

ボ
ン
シ
テ
ィ
IN
か
し
ま
の
宣

言
文
の
旗
揚
げ
が
必
要
だ
と

思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

答
弁 

カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト

ラ
ル
は
他
人
事
で
は
な
い
。

宣
言
文
も
お
ろ
そ
か
に
出
来

な
い
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
環

境
面
で
は
い
ろ
い
ろ
頑
張
っ

て
も
ら
っ
て
い
る
。
宣
言
文

は
絵
に
描
い
た
餅
に
な
ら
な

い
よ
う
に
、
デ
ー
タ
ー
を
整

理
し
技
術
部
門
の
進
歩
も
見

な
が
ら
、
と
担
当
課
に
言
っ

て
い
る
。

　

環
境
省
に
予
算
が
あ
る
こ

と
が
分
か
っ
た
の
で
応
募
し
、

令
和
４
年
度
か
ら
実
務
的
な

作
業
を
し
て
い
き
た
い
。

鹿
島
市
の
今
後
の

汚
水
処
理
計
画
に
つ
い
て

松
尾
　
勝
利 

議
員

質
問
一　

今
年
も
武
雄
市
な

ど
近
隣
の
市
町
で
内
水
氾
濫

に
よ
る
浸
水
被
害
が
で
た
。

そ
の
原
因
の
一
つ
に
排
水
機

場
の
停
止
や
ト
ラ
ブ
ル
が
あ

げ
ら
れ
て
い
る
。

　

鹿
島
市
の
各
排
水
機
場
の

運
転
状
況
は
ど
う
だ
っ
た
の

か
。

答
弁　

鹿
島
市
で
の
降
水
量

は
、
昨
年
と
ほ
ぼ
同
じ
で

あ
っ
た
が
、
８
月
13
〜
14
日

に
は
、
排
水
機
場
を
24
時
間

以
上
連
続
し
て
運
転
し
た
と

こ
ろ
も
あ
っ
た
。

　

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
は
、

オ
イ
ル
漏
れ
や
冷
却
水
配
管

の
不
具
合
な
ど
が
あ
っ
て
い

る
が
、
す
ぐ
に
対
応
し
て
大

き
な
支
障
は
出
て
い
な
い
。

質
問
二　

排
水
機
場
の
作
業

員
の
休
憩
室
の
環
境
に
つ
い

て
、
暑
く
て
騒
音
が
大
き
い

の
で
改
善
で
き
な
い
か
と
の

要
望
が
あ
る
。

　

早
急
に
対
応
で
き
な
い
か
。

答
弁　

昨
年
か
ら
少
し
ず
つ

整
備
し
て
い
る
。

　

地
元
と
協
議
し
な
が
ら
優

先
順
位
を
つ
け
て
計
画
的
に

や
り
た
い
。

質
問
一　

公
共
下
水
道
事
業

は
雨
水
公
共
下
水
道
を
採
り

入
れ
る
計
画
の
変
更
が
あ
っ

た
。
そ
の
こ
と
で
合
併
浄
化

槽
の
設
置
対
象
区
域
が
増
え
た
。

　

生
活
環
境
の
改
善
の
観
点

か
ら
も
、
合
併
浄
化
槽
の
設

置
を
積
極
的
に
進
め
る
べ
き

で
は
な
い
か
。

答
弁　

５
か
年
で
３
０
０
基
、

年
間
60
基
の
設
置
目
標
で
整

備
を
進
め
て
い
る
。
も
し
、

そ
れ
以
上
の
要
望
が
あ
れ
ば

次
年
度
の
予
算
を
当
て
る
方

法
で
対
応
し
た
い
。

質
問
二　

し
尿
汲
み
取
り
料

金
に
つ
い
て
、
市
に
も
議
会

に
も
見
直
し
の
要
望
が
あ
っ

て
い
る
。
今
後
の
対
応
は
ど

う
か
。

答
弁　

平
成
10
年
か
ら
総
合

的
に
判
断
し
て
改
定
に
至
っ

て
い
な
い
が
、
検
討
す
る
時

期
に
来
て
い
る
。

　

人
件
費
・
車
両
費
な
ど
と
、

市
民
生
活
の
実
態
に
も
配
慮

し
て
対
応
し
た
い
。

松
田
　
義
太 

議
員

質
問
一　

８
月
豪
雨
に
よ
り

大
豆
を
始
め
農
産
物
に
大
き

な
被
害
が
あ
っ
た
。
市
の
現

状
把
握
、
支
援
策
に
つ
い
て

お
伺
い
す
る
。

答
弁　

農
協
を
始
め
各
関
係

機
関
と
連
携
し
て
、
被
害
状

況
の
確
認
を
し
、
今
後
の
対

応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
二　

農
業
分
野
に
お
い

て
は
、
昨
年
の
７
月
豪
雨
、

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
等
、

厳
し
い
環
境
下
に
あ
る
。
今

後
の
経
営
継
続
の
意
思
が
損

な
わ
れ
る
事
の
な
い
支
援
策

を
お
願
い
し
た
い
。

　

今
後
、
補
正
予
算
等
で
検

討
さ
れ
る
考
え
が
あ
る
の
か

お
伺
い
す
る
。

答
弁　

農
業
分
野
の
直
面
す

る
課
題
と
し
て
、
高
齢
化
、

後
継
者
不
足
等
に
加
え
、
コ

ロ
ナ
禍
、
災
害
被
害
等
あ
る

の
で
、
担
当
課
と
し
て
も
、

支
援
策
を
講
じ
て
い
き
た
い
。

質
問
三　

近
年
の
災
害
に
お

い
て
、
た
め
池
の
管
理
が
重

要
に
な
っ
て
い
る
。
以
前
か

ら
漏
水
が
確
認
さ
れ
て
い
た

郡
山
た
め
池
の
状
況
に
つ
い

て
お
伺
い
す
る
。

答
弁　

郡
山
た
め
池
に
つ
い

て
は
、
漏
水
調
査
後
、
４
月

に
工
事
を
行
い
、
漏
水
は
一

度
、
ほ
ぼ
止
ま
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
６
月
上
旬
よ
り
再

度
、
漏
水
が
始
ま
っ
て
い
る
。

質
問
四　

郡
山
た
め
池
の
周

辺
に
は
民
家
も
あ
り
、
防
災

の
面
か
ら
も
早
急
に
対
応
し

て
頂
き
た
い
。

答
弁　

今
年
中
を
目
処
に
再

調
査
を
行
い
、
調
査
結
果
に

基
づ
き
、
県
と
の
協
議
も
含

め
対
応
し
て
い
き
た
い
。

質
問
五　

８
月
豪
雨
に
お
い

て
、
小
城
市
内
の
排
水
機
場

稼
働
中
、
操
作
員
の
方
が
お

亡
く
な
り
に
な
ら
れ
た
。

　

鹿
島
市
は
、
土
地
改
良
区

を
中
心
に
委
託
を
さ
れ
て
い

る
の
で
、
再
度
、
補
償
等
の

状
況
、
安
全
操
作
等
の
確
認

を
お
願
い
し
た
い
。

答
弁
　
補
償
等
は
整
備
さ
れ

て
い
る
が
、
再
度
、
関
係
機

関
と
の
協
議
、
安
全
操
作
等

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
徹
底
に
努

め
た
い
。

８
月
豪
雨
・コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
第
一次
産
業
へ
の
影
響
に
つ
い
て

　鹿島市は、新型コロナウイルス感染症の影響により、収入が減少した

農林漁業者及び、売上が減少している市内中小事業者を支援するために

給付金を支給します。

　対象条件や申請の仕方等、詳細については担当課にお尋ねください。

◆鹿島市農林漁業者事業継続支援給付金の受付をしています。

・申請受付期間　　令和３年１０月１５日～令和４年３月１０日
・給付金額　　　　一律　１０万円
・問合せ先　　　　市役所２階　農林水産課 TEL 0954-63-3413

◆鹿島市事業継続支援給付金の受付をしています。

・申請受付期間　　令和３年１０月１4日～令和３年１２月１０日
・給付金額　　　　１事業者あたり１０万円
・問合せ先　　　　市役所２階　商工観光課 TEL 0954-63-3412

新型コロナウイルス感染症に係る経済対策について
鹿
島
市
の
環
境
施
策
に
つ
い
て

令
和
３
年
８
月
の
大
雨
の
状
況
と
対
応
に
つ
い
て

一
般
質
問

一
般
質
問

お
知
ら
せ
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【決算審査特別委員会委員長報告】
　本会議において、本委員会に付託された議案第３２号から議案第３７号までの６議案について、９月１６日、１７
日、２１日、２２日の４日間にわたり決算審査特別委員会を開催した。
　まず、１６日に以下の議案関係６カ所の現地調査を行った。
①基盤整備促進事業（西葉地区の水路整備工事）、②③現年発生農地農業用施設補助災害復旧事業（西葉
農地）（久保山寺籠水路）、④竹ノ木庭荒平農地道路災害復旧工事、⑤肥前浜宿誘導看板等整備事業、⑥平
成30年度から令和２年度西牟田雨水ポンプ場他建設工事委託。
　17日より市長、副市長、教育長、担当課職員出席のもと審査に入った。
　企画財政課から令和２年度の決算状況と主要施策の成果説明。
　一般会計は歳入187億7216万4千円、歳出183億6440万２千円、差し引き4億772万2千円の黒字決算。
　公共下水道事業特別会計は総収入10億3806万7百円、総費用9億4176万3千円で、差し引き9629万7千円
　の純利益。
　国民健康保険特別会計は歳入37億1021万9千円、歳出36億6579万2千円で差し引き4442万円の
　黒字決算。
　後期高齢者医療特別会計は歳入4億2542万5千円、歳出4億2409万2千円、差し引き133万3千円の黒
　字決算。
　水道事業会計は収益的収入5億4063万6千円、収益的支出4億1217万4千円、差し引き純利益は1億2846
　万1千円。

　監査委員から６議案に係る決算審査の結果について説明。
　「審査に付された歳入歳出決算書及び同附属書類は、いずれも関係法令に準拠して作成されており、係数に
ついても関係諸帳簿及び証拠書類と照合の結果、適正に表示されていた。また、予算の執行については、歳入
の確保と歳出予算の効率的な執行に配慮しながら各種の施策が推進されており、各会計とも予算計上の趣旨
に沿って適正に処理されていた」と報告を受けた。

　説明後直ちに審査に入り、本委員会に付託された６議案に対し、
各委員からの多項目にわたる質疑があり、22日の質疑終了後に討
論、採決の結果、賛成多数で原案のとおり認定することとした。

　　　　　　　決算審査特別委員会　委員長　　勝屋　弘貞

【決算審査特別委員会の経過】
９月16日　  午前10時開会　
　　　　　主要施策の成果説明書の概要説明、決算審査等 

の概要説明、現地調査箇所の事業概要説明。
　　　　　午後より現地調査６か所。
９月17日     午前10時より終日
　　　　　一般会計歳入歳出決算認定について質疑（総務  

部ほか建設環境部）
９月21日　 午前10時より終日
　　　　　一般会計歳入歳出決算認定について質疑（教育委

員会、市民部、産業部ほか）
９月22日　 午前10時より終日
　　　　　特別会計４議案一括質疑。水道事業会計質疑後、

議案第32号から議案第37号までの一括討論、採決

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
７

月
に
発
生
し
た
大
雨
に
よ
る

災
害
に
大
き
く
影
響
を
受
け

た
年
で
あ
っ
た
。
市
で
は
、

国
や
県
の
経
済
対
策
に
加

え
、
独
自
の
給
付
金
な
ど
の

支
援
策
に
よ
り
市
民
生
活
や

産
業
振
興
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

を
し
て
こ
ら
れ
た
。

　

特
に
、
商
工
業
・
観
光
業

に
つ
い
て
は
助
か
っ
券
・
家

め
し
＆
店
の
み
事
業
・
ウ
ィ

ズ
コ
ロ
ナ
観
光
振
興
事
業
な

ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ま
れ

た
こ
と
を
評
価
す
る
。

　

た
だ
、
指
定
管
理
者
の
管

理
委
託
に
つ
い
て
、
業
務
取

り
決
め
の
確
認
の
指
摘
も
あ

っ
て
い
る
の
で
、
慎
重
に
対

応
さ
れ
た
い
。

賛
成
討
論

松
尾
　
勝
利 

議
員

　

令
和
２
年
度
決
算
は
、
歳

入
１
８
７
億
７
２
１
６
万
４

千
円
、
歳
出
１
８
３
億
６
４

４
０
万
２
千
円
の
黒
字
決

算
。
鹿
島
市
決
算
史
上
最
高

額
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と
水
害
に

対
し
て
、
国
・
県
か
ら
の
交

付
金
や
補
助
金
の
交
付
が
あ

っ
た
。

　

歳
出
は
会
計
年
度
任
用
職

員
導
入
や
特
別
定
額
給
付
金

等
で
増
加
し
た
。
ま
た
、
市

単
独
事
業
と
し
て
20
％
か
ら

40
％
売
上
減
少
事
業
者
へ
の

給
付
金
、
家
め
し
、
店
の
み

事
業
、
買
い
物
ク
ー
ポ
ン
券

配
布
な
ど
で
、
困
窮
す
る
事

業
者
と
市
民
支
援
に
も
取
り

組
ま
れ
た
。
感
染
症
対
策
や

水
害
被
害
対
策
に
取
り
組
ん

だ
結
果
の
決
算
だ
っ
た
。

　

よ
っ
て
、
令
和
２
年
度
議

案
第
32
号
は
全
て
黒
字
決
算

で
あ
り
、
す
べ
て
の
議
案
に

賛
成
す
る
。

福
井
　
正 

議
員

　

消
費
税
増
税
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
拡
大
は

す
べ
て
の
市
民
の
暮
ら

し
と
経
営
を
直
撃
し

た
。

　

年
度
当
初
か
ら
市
民

の
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
税
金
や
水
道
料
金

は
じ
め
公
共
料
金
の
減

免
等
訴
え
て
き
た
。
一

部
対
応
は
な
さ
れ
た

が
、
市
民
の
要
求
に
応

え
る
も
の
で
は
な
い
。

　

失
業
、
収
入
の
激
減

は
今
も
続
き
、
市
民
の

暮
ら
し
は
戻
ら
な
い
。

市
民
の
暮
ら
し
に
思
い

切
っ
た
財
政
投
入
が
必

要
だ
っ
た
。

　

訴
え
続
け
て
い
る
同

和
事
業
に
つ
い
て
は
、

全
く
改
善
さ
れ
ず
、
今

回
も
活
動
費
丸
抱
え
の

許
せ
な
い
も
の
と
な
っ

て
い
る
。

反
対
討
論

松
尾
　
征
子 

議
員

　

令
和
２
年
度
決
算
は
、
過
去
最
大
規

模
の
決
算
と
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
防
止
対
策
、
経
済
支
援
、

ま
た
災
害
復
旧
工
事
、
避
難
所
運
営
な

ど
国
庫
支
出
金
や
県
支
出
金
、
寄
付
金

等
の
活
用
で
や
っ
て
こ
ら
れ
た
点
は
評

価
す
る
。

　

一
方
、
蟻
尾
山
公
園
の
利
用
状
況
や

市
民
の
皆
様
か
ら
の
強
い
要
望
が
あ
る

ト
イ
レ
の
問
題
に
つ
い
て
全
く
納
得
の

い
く
答
弁
で
は
な
か
っ
た
。
多
く
の
方

が
利
用
さ
れ
る
蟻
尾
山
公
園
施
設
に
対
す

る
皆
様
の
お
声
に
寄
り
添
っ
て
い
な
い
。

　

ま
た
、
肥
前
浜
宿
誘
導
板
等
整
備
事

業
の
回
遊
誘
導
サ
イ
ン
設
置
工
事
は
あ

ま
り
に
高
額
。
設
置
後
、
日
が
浅
い
に

も
か
か
わ
ら
ず
文
字
が
消
え
か
か
っ
て

い
る
箇
所
が
あ
り
、
費
用
対
効
果
の
観

点
か
ら
も
疑
問
で
あ
り
、
交
通
安
全
の

面
か
ら
も
懸
念
さ
れ
る
。

　

更
に
、
契
約
金
額
５
０
０
万
円
以
上

の
事
業
費
に
つ
い
て
、
当
初
契
約
か
ら

の
変
更
が
多
く
、
中
に
は
１
５
０
０
万

円
以
上
増
額
に
な
っ
た
事
業
も
あ
る
。

限
り
あ
る
財
源
を
有
効
活
用
さ
れ
る
よ

う
要
望
す
る
。

杉
原
　
元
博 

議
員

令
和
２
年
度
鹿
島
市
一
般
会
計
等
決
算
認
定
に
対
す
る
討
論

▲竹ノ木庭荒平農地道路災害復旧工事

▲肥前浜宿誘導看板等整備事業

建設が進む新市民会館

▲西牟田雨水ポンプ場

決
算
審
査
特
別
委
員
会

討
論
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【文教厚生産業委員会】【総務建設環境委員会】
　令和３年５月に新たな委員で発足した当委員会は、文教厚生産業と幅広い３分野の諸団体と交流し、各分
野の課題を市政に生かすべく精力的に活動する計画を立てた。まず６月に佐賀県有明海漁業協同組合鹿島
支所との懇談会を持ち、８月には鹿島市ＰＴＡ連合会との話し合いを計画していたが、８月の盆過ぎに鹿島市
にも押し寄せた新型コロナウィルス感染症のため、鹿島市ＰＴＡ連合会との会合は１０月下旬に延期された。し
たがってここでは、佐賀県有明海漁業協同組合鹿島支所との意見交換会について報告する。

■佐賀県有明海漁業協同組合鹿島支所との意見交換会
　と　き　令和3年6月29日（火）午前10時～
　ところ　全員協議会室
出席者
【漁業協同組合】中島龍運営委員長、中島衛副運営委員長、國廣実運営委員、中村弘昭運営委員、
　山下英彦運営委員、谷口一宏運営委員、大隈重信運営委員、峰松輝己運営委員、松本浩次運営委員、
　竹下直運営委員、小池政勝支所長、岡英章事業所長、馬郡忠久事業所長、山口香嗣事業所長
【鹿島市議会】樋口作二委員長、稲富雅和副委員長、松田義太委員、松尾征子委員、徳村博紀委員、
　伊東茂委員、池田廣志委員、

　最初に中島運営委員長の挨拶があり、このところ組合員の減少が続き、ここ２年間では１５人も少なくなった
影響で、来年４月からは事業所の統廃合を計画しているとの大変厳しい状況報告があった。そのような中で組
合員での取り組みでは不可能な部分についての漁業環境改善への支援要望があった。
【主な意見について(一部抜粋)】
○たいらぎ、うみたけ、あさり、サルボウ（赤貝）、あげまきなどの二枚貝が１番減少している。特にここ２年くらいは
サルボウがとれず海苔に対して浄化する力がない。
○漁場改善のため毎年海底耕耘を実施しているが、ローラーが老朽化し、また数も少ないので、白石や太良か
ら借りて実施しているが、それでも足りない。
○浚渫の予算は毎年の計上はないと聞いているが、近年の豪雨で干潟の堆積がひどくなって待っておれな
い。緊急を要するので、国県に補助を要望出来ないか。
○海苔の生産額に地域格差がある。県内では毎年２００億円もの水揚げがあるが、鹿島支所では２０億円くら
いしかない。その中でも七浦地区が色落ちで一番苦しんでいる。
○佐賀市は無利息の国による近代化資金で新品の機械を購入しているが、鹿島では中古の機械しか買えな
いのに利息が高い。鹿島市として設備投資の利子補給に対して補助をお願いできないか。
○鹿島市独特の海苔をめざそうと、味にこだわって、１００枚を焼き海苔・塩海苔に加工しふるさと納税の返礼
品にお願いしようと検討中。味の推奨という意味でネーミングは「味推」とした。
○カモの食害ばかりでなく、小羽が海苔の製品に混ざって返
品される被害にもあっている。何とか良い解決策はない
か。

　以上のような様 な々課題に対して、話し合いの中でも解決
への方向性は示すことができた事案もあるが、ほとんどがす
ぐには解決できない大きな課題であるので、一般質問で取り
上げるとともに、担当部局に対し粘り強く要望していきたい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 海底耕耘用ローラー

令和3年 7月 13日(火)に国道498号ルート案の現地車上視察とさが西部クリーンセンターの現地
視察を行い、その後、令和3年8月4日(水)に市担当課と意見交換会を行いました。  
■都市建設課、環境下水道課との意見交換会
と き 令和3年8月4日（水） 午後1時30分～ 
ところ 全員協議会室 
出席者【鹿 島 市】都市建設課、環境下水道課  

【鹿島市議会】  中村和典委員長、中村一堯副委員長  
中村日出代委員、杉原元博委員、  
勝屋弘貞委員、松尾勝利委員、
福井正委員、⻆田一美委員

 

【主な意見について 一部抜粋 】
●国道４９８号ルート案について
委員）ルート案に対する通過自治体の意向はあるか。 
市）期成会の中でルート案を提示した。通過４市からは現道拡幅、浸水想定地区への懸念、ICへの
アクセス性の不便さについて意見が出されている。 

委員）どのタイミングで構想路線になるのか。 
市）国の見直しのタイミングをキャッチしてその時に要望をする。また、一般広域道路か高規格道路か
決まっていない。 

委員）事業主体の県がルート案を示して進めるべきだが、市に提示してもらい感謝している。今後、市が
主導していくのか。県から案を出して、１年でも早く実現してほしい。  

市）事業主体の県が主導していく。市としては県を支援していく。各行政区の合意形成が必要。 
委員）市としても新幹線西九州ルート開通に伴う振興策として要望して欲しい。 
市）企画財政課の方から要望している。 
委員）商工団体から強い要望がある。 
市）今後は伊万里、武雄、嬉野と一緒に活動していかないといけない。498号ルート案と現道拡幅は
別件である。 

委員）鹿島市議会として要望活動をしてよいか。県がどれから取りかかるのか、その前に市が県に伝えな
いといけない。 

市）４市一同が期成会で訴えていくのはよいと思う。 
●さが西部クリーンセンターの稼働状況について
委員）ゴミが減っていない理由は何か。また、本市はゴミが多い方か？  
市）世帯数の増が、ゴミが減らない要因の一つと考えられる。不燃物も増えている。納富分地区で生
ごみの堆肥化をしているが、今後実施率を上げていく。本市の家庭系ゴミは少ないほうである。

委員）クリーンセンターの課題は？
市）搬入量が予定より多くなっており、粉砕効率の向上と、粉塵を抑えるため、せん断機の導入が課
題である。  

●し尿汲取手数料に関する要望書について
委員）他市町との単価の差は何か。また、汲み取り業者の経営は大丈夫か。  
市）単価はそれぞれの市町の事情により異なっている。経営についてはコロナで厳しいと聞いてい
る。改定については原価計算書を出してもらい、4月から協議している。  

委員）本来市の業務であり、原価計算も市ですべきではないか。また、H11年以降改定していないのは
なぜか。  

市）公共料金と捉えている。今後は、定期的に協議し、検討したいと考えている。  

常
任
委
員
会
活
動
報
告

常
任
委
員
会
活
動
報
告
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意見書第１号 
 
コロナ禍による厳しい財政状況に対処し地方税財源の充実を求める意見書（案）

新型コロナウイルス感染症のまん延により、地域経済にも大きな影響が及び、地

方財政は来年度においても、引き続き、巨額の財源不足が避けられない厳しい状況

に直面している。

地方自治体では、コロナ禍への対応はもとより、地域の防災・減災、雇用の確保、

地球温暖化対策などの喫緊の課題に迫られているほか、医療介護、子育てをはじめ

とした社会保障関係経費や公共施設の老朽化対策費など将来に向け増嵩する財政需

要に見合う財源が求められる。

その財源確保のため、地方税制の充実確保が強く望まれる。

よって、国においては、令和４年度地方税制改正に向け、下記事項を確実に実現

されるよう、強く要望する。

記

 
１ 令和４年度以降３年間の地方一般財源総額については、「経済財政運営と改革の

基本方針２０２１」において、令和３年度地方財政計画の水準を下回らないよう

実質的に同水準を確保するとされているが、急速な高齢化に伴い社会保障関係経

費が毎年度増大している現状を踏まえ、他の地方歳出に不合理なしわ寄せがなさ

れないよう、十分な総額を確保すること。 
 
２ 固定資産税は、市町村の極めて重要な基幹税であり、制度の根幹を揺るがす見

直しは家屋・償却資産を含め、断じて行わないこと。生産性革命の実現や新型コ

ロナウイルス感染症緊急経済対策として講じた措置は、本来国庫補助金などによ

り国の責任において対応すべきものである。よって、現行の特例措置は今回限り

とし、期限の到来をもって確実に終了すること。 
 
３ 令和３年度税制改正において土地に係る固定資産税について講じた、課税標準

額を令和２年度と同額とする負担調整措置については、令和３年度限りとするこ

と。 
 
４ 令和３年度税制改正により講じられた自動車税・軽自動車税の環境性能割の臨

時的軽減の延長について、更なる延長は断じて行わないこと。 
 
５ 炭素に係る税を創設又は拡充する場合には、その一部を地方税又は地方譲与税

として地方に税源配分すること。 

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和３年１０月６日

佐賀県 鹿島市議会

 

 

衆 議 院 議 長 大 島 理 森 様

参 議 院 議 長 山 東 昭 子 様

内 閣 総 理 大 臣 岸 田 文 雄 様

内 閣 官 房 長 官 松 野 博 一 様

総 務 大 臣 金 子 恭 之 様

財 務 大 臣 鈴 木 俊 一 様

経 済 産 業 大 臣 萩生田 光 一 様

経済再生担当大臣 山 際 大志郎 様

以上のとおり意見書（案）を提出する。 
 

令和３年１０月６日 
 

提出者 鹿島市議会議員 中 村 日出代

〃 〃 池 田 廣 志

〃 〃 杉 原 元 博

〃 〃 口 作 二

〃 〃 中 村 和 典

〃 〃 中 村 一 尭

〃 〃 稲 富 雅 和

〃 〃 勝 屋 弘 貞

〃 〃 伊 東 茂

〃 〃 松 尾 勝 利

〃 〃 徳 村 博 紀

〃 〃 福 井 正

〃 〃 松 尾 征 子

〃 〃 松 田 義 太

鹿島市議会議長 ⻆ 田 一 美 様

意
見
書

意
見
書
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行政視察受入状況 (令和２年４月～６月)

編
集
後
記

　

　

昨
年
の
７
月
豪
雨
災
害
箇
所
の
復
旧
も
終
わ
ら
な
い
う

ち
、
今
年
は
８
月
の
大
雨
に
よ
る
災
害
が
発
生
し
ま
し
た
。

近
隣
市
町
に
比
べ
る
と
災
害
の
規
模
は
大
き
く
な
か
っ
た
も

の
の
、
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
は
、
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
第
５
波
が
落

ち
着
き
を
見
せ
た
と
は
い
え
、
こ
れ
か
ら
年
末
に
か
け
て
予

断
を
許
さ
な
い
状
況
が
続
く
と
思
わ
れ
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
を

機
に
、
我
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
立
ち
遅
れ
が
指
摘
さ
れ
、

国
は
デ
ジ
タ
ル
庁
を
設
置
し
て
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）

活
用
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
鹿
島
市
議
会
で
も
以
前
か
ら
Ｉ

Ｃ
Ｔ
活
用
の
一
環
と
し
て
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
導
入
の
必

要
性
を
訴
え
て
き
ま
し
た
が
、
時
代
の
流
れ
を
背
景
に
８
月

か
ら
議
員
一
人
一
台
の
導
入
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
８
月
の
大
雨
災
害
時
は
市
と
議
員
の
間
で
、

被
災
箇
所
や
避
難
所
の
情
報
を
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
相
互
に
や

り
取
り
し
た
り
、
９
月
議
会
で
は
大
量
の
紙
資
料
を
タ
ブ
レ

ッ
ト
型
端
末
に
保
存
し
て
効
率
的
に
活
用
し
た
り
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
議
会
活
動
の
利
便
性
が
向
上
し
た
と
は
い
え
、

今
回
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
端
末
導
入
は
、
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用

の
ス
タ
ー
ト
に
過
ぎ
ず
、
今
後
、
議
会
と
し
て
い
か
に
有
効

活
用
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

終
わ
り
の
見
え
な
い
コ
ロ
ナ
禍
と
毎
年
の
よ
う
に
発
生
す

る
大
規
模
な
自
然
災
害
。
議
会
活
動
に
お
い
て
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を

最
大
限
活
用
し
な
が
ら
、
市
民
生
活
に
と
っ
て
最
も
大
切
な

安
全
安
心
を
い
か
に
守
っ
て
い
く
の
か
を
念
頭
に
、
市
民
の

声
が
市
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
議
員
一
同
努
力
し
て
ま
い
り

ま
す
。

編
集
委
員
長
　
　
　
中
村
　
一
尭

編
集
副
委
員
長
　
　
松
尾
　
勝
利

編
集
委
員
　
　
　
　
松
尾
　
征
子

顧
問
　
　
　
　
　
　
松
田
　
義
太

議長交際費を公表します。 金額単位：円

新型コロナウイルス感染拡大により、
行政視察受入は、ありませんでした。

７月
 ５日 佐賀県後期高齢者医療広域連合7月臨時議会
 ６日 議会だより編集委員会
 ８日 杵藤地区広域市町村圏組合議会7月臨時議会
12日 議会だより編集委員会
13日 議会だより編集委員会
　　 総務建設環境委員協議会　現地視察
　　 文教厚生産業委員協議会
19日 文教厚生産業委員協議会
　　 まちづくり対策特別委員協議会、
 公共交通対策特別委員協議会
　　 ICT活用推進プロジェクト委員協議会
29日 議会運営委員会

9月
  ９日 全員協議会
  ９月定例会　
 議案審議　質疑、討論、採決（～10日）
16日 決算審査特別委員会（現地調査）
17日 決算審査特別委員会（一般会計）
21日 決算審査特別委員会（一般会計）
22日 決算審査特別委員会（特別会計、公営企業会計）
 ICT活用推進プロジェクト委員協議会
28日 ９月定例会　一般質問（～29日）

9月

 １日 議会運営委員会
 ３日 ９月定例会　開会　議案の上程（～10月6日）
 全員協議会
 議会だより編集委員会

10月
 １日 ９月定例会　一般質問
 全員協議会
 ６日 ９月定例会
 委員会報告、議案審議、質疑、討論、採決　閉会
 全員協議会

 ２日 全員協議会
　　 タブレット端末操作議員研修会
 ４日 総務建設環境委員協議会
10日 ＩＣＴ活用推進プロジェクト委員協議会
16日 市議会災害対策本部会議
18日 議会運営委員会
24日 タブレット型端末操作議員研修会
　　 全員協議会
25日 杵藤地区広域市町村圏組合議会８月定例会
26日 全員協議会
 総務建設環境委員協議会
 文教厚生産業委員協議会
27日 鹿島・藤津地区衛生施設組合議会８月定例会

8月

区　分

弔　慰

見舞い

祝　儀

会　費

接　遇

その他

合　計

0

0

0

0

0

0

0

合計

件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額 件数 金　額

7月 8月 9月

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0 

0 

0

0 

0 

0 

0 

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0
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議会あれこれ（令和３年７月～10月）
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